
　乳がん・子宮頸がん集団検診のご案内恩納村のごみ処理経費・ごみ搬入量・資源化量等について

リサイクル工房の利用について募集

平成２８年度国民健康保険（国保）制度が改正されます。

●検  診  日：６月９日（木曜日）
●検診会場：保健福祉センター（英語通訳者付）
●受付時間：午後１：３０～２：３０
●持参する物：受診券（ピンク色）、検診料金
　※８０歳以上の方は、会場受付で受診券を発行しますので、直接会場へお越しください。
★４０歳以上でマンモグラフィ検査をご希望の方は、福祉健康課の窓口またはお電話での予約が必要です。（先着３５名）
　※ただし、昨年度集団検診でマンモグラフィ検査を受診した方は、今年度は予約できませんのでご了承ください。
★受診券を紛失した方や届いていない方は担当課までご連絡ください。

【6月以降の集団検診日程】 ※ご都合の良い日程を選んで受診してください。
検診に関する詳細は、「役場
ホームページ」→「ピックアッ
プ」→「健康」をご覧ください。

『忙しいから』『自分は若いから大丈夫』『ついつい忘れちゃった』等々、乳がん・子宮頸が
ん検診を受けない理由は様々です。検診を受ける事で、がんの早期発見、
早期の治療につながります。ご自身とご家族のため、「あの時受けておけば…」
そんな後悔をしないためにも、がん検診をご活用ください。

日　程 検診会場 受付時間
6／9 木 保健福祉センター

午後１：３０～２：３０
8／12 金 仲泊小中学校校舎
9／30 金 山田公民館
11／1 火 保健福祉センター
H２9．1／22 日 保健福祉センター 午前９：３０～１０：３０

軽減基準 これまでの軽減判定所得 平成２８年４月からの軽減判定所得

７割 基礎控除額(３３万円)以下 基礎控除額(３３万円)以下

５割 33万円＋26.0万円×(世帯主を含む被保険者数※１) 33万円＋26.5万円×(世帯主を含む被保険者数※１)

２割 33万円＋47万円×(世帯主を含む被保険者数※１) 33万円＋48万円×(世帯主を含む被保険者数※１)

国保税賦課限度額
の引き上げ

医療分
（A）

後期高齢者支援金
賦課(課税)分 （B）

介護納付金
賦課(課税)分 （C）

合計
（A）＋（B）＋（C）

平成２７年度まで ５２万円 １７万円 １６万円 ８5万円

平成２８年度以降 ５４万円（＋２万円） １９万円（＋２万円） １６万円 ８９万円（＋４万円）

●○ 問合せ ○●　福祉健康課 健康づくり係　☎ 966－1207

●○ 問合せ ○●　福祉健康課　国保係　☎ ９６６－１２０７●○ 問合せ ○●　中部北環境施設組合　☎ ９７２－６６１９

保険税の
軽減措置の拡充

賦課限度額の引き上げ

　国保税は、前年度の所得が一定の基準を下回っている場合に、国保税の均等割額と平等
割額が所得に応じて２割・５割・７割軽減されています。
　平成２８年度からは２割と５割の軽減基準が変更され、軽減対象世帯が広くなりました。

国の制度改正により平成２８年度から、医療分の限度額が５２万円から５４万円に、
後期高齢者支援金分の限度額が１７万円から１９万円に引き上げられます。

※１…被保険者数には、同じ世帯の中で国民健康保険の被保険者から後期高齢者医療の被保険者に移行した者も含まれます。

１．平成27年度ごみ処理経費　
経費区分 金　額 村民1人当たり

年間負担金額
1世帯当たり
年間負担額

ごみ収集運搬等諸経費 2,136万円　 1,956円　　 4,195円

負担金
ごみ処理経費 1億6,423万円　 15,038円　　 32,252円　　
最終処分費 365万円　 334円　　 717円　　

ごみ処理総事業費 1億8,924万円
(1億8,788万円) 

17,328円　
(17,406円)　

37,164円　　
(38,794円) 

＊(　)内の数値は平成26年度実績です。
２．ごみ搬入量　

ごみの種類 平成26年度 平成27年度 前年度比較 村民1人当たり
1日の排出量

1世帯当たり
1日の排出量

可燃ごみ 4,907 ㌧ 4,940 ㌧ 33 ㌧ 1,239.2 ㌘ 2,657.9 ㌘ 
不燃ごみ 97 ㌧ 101 ㌧ 4 ㌧ 25.3 ㌘ 54.3 ㌘ 
粗大ごみ 51 ㌧ 51 ㌧ 0 ㌧ 12.8 ㌘ 27.4 ㌘

資源ごみ

缶　類 74 ㌧ 69 ㌧ -5 ㌧ 17.3 ㌘ 37.1 ㌘ 
びん類 237 ㌧ 238 ㌧ 1 ㌧ 59.7 ㌘ 128.1 ㌘ 

ペットボトル 45 ㌧ 46 ㌧ 1 ㌧ 11.6 ㌘ 24.8 ㌘ 
古紙類 0 ㌧ 0 ㌧ 0 ㌧ 0.0 ㌘ 0.0 ㌘ 

合　計 5,411 ㌧ 5,445 ㌧ 34 ㌧ 1,365.9 ㌘ 2,929.6 ㌘

３．資源化量　
種　類 平成26年度 平成27年度 前年度比較
缶　類 63 ㌧ 62 ㌧ -1 ㌧ 
金属類 36 ㌧ 37 ㌧ 1 ㌧
びん類 227 ㌧ 232 ㌧ 5 ㌧

ペットボトル 40 ㌧ 40 ㌧ 0 ㌧
蛍光管 4 ㌧ 4 ㌧ 0 ㌧
乾電池 5 ㌧ 4 ㌧ -1 ㌧
スラグ 391 ㌧ 398 ㌧ 7 ㌧
メタル 3 ㌧ 0 ㌧ -3 ㌧
合　計 769 ㌧ 777 ㌧ 8 ㌧

３．最終処分量　
種　類 平成26年度 平成27年度 前年度比較
飛　灰 196 ㌧ 166 ㌧ -30 ㌧ 

　中部北環境施設組合に搬入された平成27年度のごみ量は、前年度と比較して微増しています。ここ数年概
ね横ばいの状況にありますが、村民一人当たりのごみ処理に係る経費が多額であります。より一層恩納村が
推進するごみ分別、リサイクルの取り組みを徹底し、ごみの減量化を図る必要があります。

ごみ減量に向けた４R運動の取り組み
にご協力をお願いします。

＊平成28年3月末の人口10,921人、世帯数
5,092世帯、平成27年3月末の人口10,794
人、世帯数4,843世帯です。

＊端数処理をしている為、数値が一致しない場
合があります。

＊資源化量の金属類は、不燃ごみ・粗大ごみか
ら破砕・分別して出てきたものです。

＊資源ごみ搬入量と、資源化量の数値の違い
は、手選別作業による異物除去のためです。

＊負担金とは、ごみ処理事業を行う為に必要な
経費を恩納村から中部北環境施設組合にあ
てる、ごみ処理経費です。

リサイクリンちゃん

・リデュースのR … ごみを減らそう
・リユースの R … 繰り返し使おう
・リサイクルのR … 資源として活かそう
・リフューズのR … ごみになるものを断ろう

組合のリサイクル工房内にあるパッチワーク工房を利用してみませんか。下記の条件等で募集します。
　●恩納村及びうるま市の住民で構成する団体(任意で可)に限ります。　　●販売・営利を目的とした利用は出来ません。
　●そのほか利用方法については、組合の指示に従うこと。
【活用例】 資源ごみで回収された衣類を活用し、パッチワーク、マイバックや布草履作り、衣服のリフォーム等々 ＊詳細については、お問い合せください。
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